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衛
門
傍
話

務
仰
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云
ム
。
次
郎
布
術
刊
は・

mM
務
国
初
以
来
務
侯
の
御
際
問
川
御

茶
用
の
魚
均
等
の
用
向
を
承
り
刑
制
建
す
る
故
・
叫
刊
浦
よ
り
遮
迭
せ
る

A
M
均
等
を
ば
取
扱
ひ
け
る
故
民
、
利
長
卿
高
岡
御
在
械
の
割
、
高
岡

の
御
膳
用
も
承
り
け
る
に
依
っ
て
、
高
岡
陀
も
居
宅
を
設
け
、
共
の

金
海
古
蹟
志
巻
甘

彦
四
郎
の
子
孫
‘
是
よ
り
後
K
町
年
寄
或
は
銀
座
等
を
勤
め
、
代
々

穆
凶
郎
と
稲
し
、
務
侯
へ
定
目
見
の
家
柄
町
人

K
て
、
格
別
な
る
家

柄
た
り
し
か
ど
・
政
務
の
後
は
叫
何
等
洛
し
て
、
今
は
共
の
子
孫
位
所

を
も
所
々
へ
移
縛
す
と
い
へ
り
。
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新
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邸
跡

新
保
昼
は
石
川
次
郎
右
衛
門
と
も
呼
べ
り
。
此
の
者
奮
緋
閣
初
以
来

袋
町
陀
居
住
し
・
W
H
K
首
町
民
て
の
活
家
の

一
人
な
り
し
か
ど
・
股

務
の
際
退
去
せ
り
。

此
の
頃
彦
凶
郎
は
下
堤
町
な
る
元
蝋
刷
用
座
の
申
棋
に
居
住
し
、
越
前
屋

孫
兵
街
は
上
堤
町

K
居
住
し
・
各
居
宅
に
て
金
銀
貨
幣
を
吹
立

τけ

る
放
民
、
其
の
地
町
よ
り
吹
糟
を
銅
出
す
背
中
あ
り
と
い
へ
り
。
さ
て

右
は
承
服
三
年
八
月
菅
凶
郎
銀
座
主
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ぜ
ら
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、
期
忠
明
師
四
元
年
銀
山

銑
勅
命
ぜ
ら
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。
且
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燭
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も
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世
帯
せ
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務
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り
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官
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札
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務
土
成
田
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に
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あ
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流
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人

t
成
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俳
人

税
市
町
馬
車
耶
の
門
に
入
り
‘
俳
時制の
由
抗
議
を
究
め
、
問
問
史
の
商
担
…
継
を

総
ぎ
て
、
袋
町
の
邸
地
に
居
住
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と
い
へ
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、
後
嗣
吏
の
跡
主
総

吉
て
京
都
芭
蕉
堂
陀
官
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居
せ
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。
放
に
金
調
陣
の
居
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を
も
芭
孫
堂
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呼
べ
り
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ぞ
。
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卜
二
年
古
郷
へ
飾
り
、
歳
暮
の
伺
。

O
成
田
蒼
恥
奮
邸

袋
町
橋
の
近
透
、
南
側
小
路
の
央
な
る
小
中
証
也
。
俳
人
成
闘
官
官
札
の

居
住
せ
し
頃
・
芭
加
出
企
と
い
へ
り
。
放
に
今
陀
至
り
‘
右
小
家
主
ば

占，、

九
珂
は
高
岡
に
居
て
、
越
中
路
市
の
h
m
a
H
岬
を
遮
滋
し
て
、
庭
口
銭
を
牧

納
し
・
殊
陀
鷲
津
屋
川
北
と
北
ハ
K
高
岡
町
年
寄
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勤
め
、
金
制
師
袋
町
民

は
出
世
子
を
世
吉
て
、
加
州
防
浦
の

hm山
主
取
扱
ひ
、

W
H
K

一
人
前
名

の
如
く
、
金
諜
と
高
岡
と
雨
絡
の
者
左
り
し
と
云
ふ
o
叉
背
袋
町
に

市
場
主
立
て
、
近
江
町
の
穴
に
御
茶
用
の品
川
Q
E出
今

後

市

場
主

ば
近
江
町
へ
移
帥
押
せ
し
事
な
ど
.
皆
新
保
屋
次
郎
右
街
門
が
柏
田
起
に

て
・
近
江
町
の
魚
市
場
創
設
の
者
た
り
と
い
ひ
俳
へ
た
り
。
股
務
の

際
ま
で
敏
代
袋
町
民
民
邸
主
総
へ
、
高
岡
に
も
連
綿
せ
し
と
ぞ
。
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